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『
新
勅
撰
集
』
　
四
季
部
の
題
に
つ
い
て

は

　

　

じ

　

　

め

　

に

お
よ
そ
'
勅
撰
集
撰
進
の
ば
あ
い
'
大
き
な
問
題
と
な
る
の
は
'
い
か
な
る

歌
を
選
ぶ
か
は
も
と
よ
-
の
こ
と
'
そ
れ
を
い
か
に
分
類
し
'
配
列
す
る
か
と

い
う
作
業
で
あ
る
｡
『
新
古
今
集
』
の
撰
者
が
こ
の
難
事
を
み
ご
と
に
達
成
し

て
'
あ
ま
た
の
勅
撰
集
中
き
わ
だ
っ
て
芸
術
的
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
こ
と

は
'
風
巻
景
次
郎
氏
の
説
か
れ
る
が
ご
と
く
で
あ
る
｡
(
『
新
吉
今
時
代
』
所

収
｢
新
古
今
的
な
る
も
の
の
範
囲
｣
　
｢
新
古
今
集
編
纂
に
は
た
ら
い
た
意
識
｣
)

こ
の
『
新
古
今
集
』
編
纂
の
中
心
的
人
物
は
い
う
ま
で
も
な
-
藤
原
定
家
で
あ

る
が
'
後
年
彼
が
単
独
で
撰
ん
だ
『
新
勅
撰
集
』
に
お
い
て
'
い
か
な
る
主
題

の
も
と
に
歌
を
排
列
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
｡
(
歌
題

に
よ
っ
て
歌
を
統
括
す
る
こ
と
は
『
古
今
集
』
以
来
の
伝
統
で
あ
る
が
'
『
新

勅
撰
集
』
全
巻
に
わ
た
っ
て
の
調
査
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
の
で
'
こ
こ
で

は
'
四
季
部
の
題
だ
け
に
限
っ
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
｡
)

r
､
山
L
r
L

『
新
勅
撰
集
』
の
四
季
部
に
収
め
ら
れ
た
歌
は
'
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
主

題
ご
と
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
｡
(
括
弧
内
の
数
字
は
そ
の
題
に
属
す
る
歌
数
で

あ
る
｡
)春
上
　
年
内
立
春
(
一
)
　
立
春

霞
(
九
)
　
残
雪
(
一
)

六
)
　
騰
月
夜
(
一
)

(
四
)
　
綬
章
(
≡
)
　
鷺
(
二
)

氷
解
(
一
)
　
柳
(
九
)
　
梅
(
一

帰
雁
(
≡
)
　
春
水
(
一
)
　
桜
(
二

莞

春
下
　
桜
(
一
五
)
　
残
鷺
(
一
)

(
二
七
)
　
春
日
　
(
五
)

(
三
)
　
　
思
花
(
一
)

春

野

(

一

)

　

春

田

(

一

)

　

桜

春
夜
(
一
)
　
残
春
(
二
)
　
山
吹

藤
(
四
)
　
暮
春
(
二
)
　
三
月
尽

学
内

夏
　
首
夏
(
四
)
　
葵
(
≡
)
　
時
鳥
(
六
)
　
菖
蒲
(
二
)
　
五
月
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(
二
)
　
時
鳥
(
一
〇
)
　
五
月
雨
(
一
〇
)
.
時
鳥
(
六
)

夕

立

(

一

)

　

蛍

(

≡

)

　

夏

月

(

≡

)

　

姻

(

一

)

　

納

涼

(
二
)
　
六
月
被
(
三
)

秋
上
　
初
秋
(
一
三
)

秋
夕
(
一
)

一
)
　
女
郎
花

萱
　
(
一
)
　
檀

秋
風
(
≡
)
　
七
夕
(
八
)
　
七
夕
後
朝
(
四
)

荻
(
三
)
　
秋
思
(
一
)
　
虫
(
三
)
　
萩
(
一

(
四
)
　
藤
袴
(
一
)
　
薄
(
四
)
　
荻
(
一
)

(
一
)
　
月
(
一
五
)
　
駒
迎
(
一
)
　
月
(
五
)

秋
興
(
一
)

秋
下
　
月
(
一
四
)

牢

　

莞

(

一

)

　

月

霧
(
六
)

秋
夜
(
二
)
　
秋
田
(
一
)
　
秋
思
(
二
)
　
鹿

菊
(
七
)
　
雁
(
二
)
　
薄
衣
(
一
〇
)
　
秋
霜

(
二
)
　
秋
嵐
(
二
)
　
時
雨
(
二
)
　
露
霜
(
一
)

木
枯
(
一
)
　
紅
葉
(
1
七
)
　
暮
秋
(
四
)
　
九
月
尽
(
二
)

冬
　
初
冬
(
四
)
　
落
葉
(
八
)
　
霜
(
≡
)
　
残
菊
(
≡
)
　
時
雨

(
九
)
　
冬
嵐
(
≡
)
　
露
(
四
)
　
夜
寒
(
一
)
　
氷
(
五
)

冬
月
(
二
)
　
千
鳥
(
五
)
　
雪
(
二
六
)
　
炉
火
(
一
)
　
寒

松
(
一
)
　
歳
暮
(
六
)

右
の
表
に
よ
る
と
､
梅
'
桜
'
時
鳥
'
七
夕
'
紅
葉
と
い
っ
た
歌
超
が
す
こ

ぶ
る
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
そ
こ
で
'
『
古
今
集
』
以
下
の
勅
撰

隻
(
嚢
の
集
と
い
わ
れ
る
『
後
撰
集
』
を
除
-
)
に
お
い
て
'
こ
れ
ら
を
主
題

と
し
て
よ
ん
だ
歌
の
'
総
歌
数
に
対
す
る
百
分
比
を
求
め
て
み
る
と
'
左
の
と

お
り
と
な
る
｡
(
各
主
題
歌
の
数
は
'
風
巻
氏
の
計
算
尺
『
新
吉
今
時
代
』
所

収
｢
八
代
集
四
季
部
に
於
け
る
一
事
芙
｣
)
に
よ
る
｡
)

こ
の
調
査
表
に
よ
っ
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
､
『
新
勅
撰
集
』
の
こ
れ
ら
の

歌
の
比
率
が
『
後
拾
遺
集
』
に
も
っ
と
も
近
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
｡
こ
れ
は

偶
然
そ
う
な
っ
た
の
か
'
撰
者
が
意
識
し
て
『
後
拾
遺
集
』
に
倣
っ
た
の
か
と

も
思
わ
れ
る
が
'
『
新
勅
撰
集
』
は
『
後
拾
遺
集
』
を
典
拠
と
し
て
撰
せ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
田
中
裕
氏
の
説
(
『
語
文
』
第
十
七
輯
所
収
｢
新
勅
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撰
集
序
の
問
題
｣
)
ど
お
-
'
『
後
拾
遺
集
』
を
宗
と
し
た
撰
者
の
意
向
が
'

か
か
る
数
値
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
る
ほ
う
が
よ
い
よ
う
に
思

ゝ
つ
0

2

さ
ら
に
'
八
代
集
の
四
季
部
に
見
え
る
歌
題
の
う
ち
'
『
新
勅
撰
集
』
に
い

た
っ
て
姿
を
消
し
た
も
の
を
あ
げ
る
と
'
左
の
よ
う
に
な
る
｡
(
そ
の
主
題
が

は
じ
め
て
確
立
し
た
歌
集
名
を
括
弧
内
に
示
し
て
お
-
0
)

春
の
部
　
若
菜
･
呼
子
鳥
･
百
千
鳥
　
(
『
古
今
集
』
)
　
子
日
･
維
(
『
拾
遺

集
』
)
　
春
駒
･
桃
･
n
.
い
た
づ
ま
･
時
間
･
蛙
(
『
後
拾
遺
集
』
)

早
蕨
･
苗
代
･
杜
若
(
『
金
葉
集
』
)
　
牡
丹
(
『
詞
華
集
』
)
　
茎

葉
(
『
千
載
集
』
)

夏
の
部
　
蓮
･
床
夏
･
撫
子
(
『
古
今
集
』
)
　
卯
花
･
照
射
･
蚊
遣
火
･
泉

(
『
拾
遺
集
』
)
　
早
苗
･
氷
竃
･
水
鶏
･
橘
(
『
後
拾
遺
集
』
)

鵜
河
(
『
金
薫
集
』
)
　
夕
顔
(
『
新
古
今
集
』
)

秋
の
部
　
小
鷹
狩
(
『
拾
遺
集
』
)
　
鴫
(
『
千
載
集
』
)
　
稲
妻
･
杵
(
『
新

古
今
集
』
)

冬
の
部
　
炭
竃
･
仏
名
(
『
拾
遺
集
』
)
　
網
代
･
大
鷹
狩
(
『
後
拾
遺
集
』
)

鴛
鳶
･
神
楽
(
『
金
葉
集
』
)
　
葦
･
鴨
(
『
新
古
今
集
』
)

『
新
勅
撰
集
』
に
お
い
て
は
'
こ
れ
ら
四
季
部
に
属
す
る
歌
題
が
全
般
的
に

減
少
し
て
い
る
が
'
こ
と
に
春
夏
の
部
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し
い
｡
い
っ
た

い
'
歌
の
主
題
は
時
代
の
下
降
と
と
も
に
'
分
化
独
立
の
傾
向
を
示
し
'
『
新

古
今
集
』
に
お
い
て
い
ち
お
う
出
揃
っ
た
観
が
あ
る
が
'
か
か
る
現
象
が
『
新

i

1

､

■

一

l

I

 

I

～

r

_

,

4

1

'

.

.

､

l

P

,

J

一

-

.

y

_

H

.

1

1

t

J

q

L

･

幸

■

*

r

t

t

T

,

■

一

　

t

.

.

･

t

t

 

l

ヽ

r

.

,

事

r

･

l

J

ノ

.

i

･

･

∫

･

L

.

1

　

　

　

.

.

勅
撰
集
』
に
お
い
て
見
ら
れ
る
の
は
'
も
と
よ
-
'
こ
の
集
と
『
新
古
今
集
』

と
に
お
け
る
入
集
歌
数
の
多
寡
に
も
よ
ろ
う
L
t
ま
た
､
か
か
る
主
題
を
扱
っ

た
歌
に
採
る
べ
き
作
の
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
が
'
そ
こ
に
'
定
家
の
歌

超
に
対
す
る
好
尚
が
窺
え
る
と
と
も
に
'
ひ
い
て
は
『
新
勅
撰
集
』
の
歌
風
に

も
繋
が
る
問
題
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
見
徹
さ
れ
る
｡

3

か
よ
う
に
'
歌
題
観
は
年
代
的
に
見
て
か
な
-
の
振
幅
が
あ
る
よ
う
に
認
め

ら
れ
る
が
'
そ
れ
と
と
も
に
注
目
す
べ
き
は
'
作
品
の
発
表
の
場
と
歌
題
と
が

密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
た
と
え
ば
'
『
明
月
記
』
の
寛
喜
元
年

八
月
一
日
の
条
に
'

入
夜
宰
相
釆
'
幕
下
命
也
'
厨
風
之
題
'
三
月
桃
花
'
五
月
樗
花
'
結
堵

所
､
可
改
他
題
由
有
沙
汰
へ
　
可
相
計
云
云
､
今
度
不
可
交
公
事
由
可
被

替
､
文
治
例
云
々
'
其
外
事
四
季
景
物
有
限
'
又
喚
子
馬
重
菜
等
画
図
難

用
之
'
如
此
事
凡
無
計
略
､
唯
可
有
御
計
'
然
者
藤
山
吹
在
一
所
､
維
有

一
所
歌
'
一
首
不
可
詠
両
花
'
此
両
花
各
別
被
成
宜
欺
'
樗
替
又
石
竹
宜

欺
'
櫨
橘
又
必
不
可
為
昔
袖
'
可
被
相
計
乎
由
答
申
了
'

の
ご
と
き
記
事
が
あ
る
｡
文
治
の
例
と
は
'
文
治
五
年
十
二
月
に
撰
進
せ
ら
れ

た
女
御
入
内
御
界
風
詔
の
こ
と
で
あ
-
'
こ
の
寛
喜
元
年
十
一
月
女
御
入
内
月

次
御
厨
風
十
二
帖
倭
歌
も
そ
の
先
例
に
倣
っ
た
も
の
で
'
泥
絵
御
厨
風
和
歌
を

除
-
と
,
両
者
の
歌
題
に
共
通
す
る
も
の
が
多
い
｡
し
か
し
'
前
者
の
題

小
朝
拝
･
子
日
･
春
日
祭
社
頭
儀
･
鷺
･
春
約
･
夏
草
･
駒
迎
･
五
節
参

入
･
内
侍
所
御
神
楽
儀
式
･
賀
茂
臨
時
祭
社
頭
儀
式
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が
後
者
に
な
-
'
か
わ
り
に
'

元
日
･
若
菜
･
柳
･
網
引
･
疑
冬
･
虫
･
初
雁
･
水
鳥
･
氷
･
炭
竃

が
加
え
ら
れ
'
｢
不
可
交
公
事
｣
の
と
お
-
に
な
っ
て
い
る
｡
幕
下
(
藤
原
某

氏
)
　
の
忌
誰
に
触
れ
た
桃
花
も
樗
花
も
も
と
も
と
公
事
に
関
わ
り
の
な
い
景
物

で
あ
る
が
'
樗
を
除
い
た
の
は
'
そ
れ
が
｢
結
堵
所
｣
の
画
図
に
用
い
ら
れ
て

い
た
た
め
に
公
事
と
看
倣
き
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
か
ら
推
す
と
'
桃
も
曲

水
宴
の
背
景
と
し
て
画
か
れ
て
い
た
た
め
に
｢
被
替
｣
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
｡
こ
れ
ら
は
画
図
の
制
約
に
よ
っ
て
変
更
せ
し
め
ら
れ
た
例
で
あ
る
が
'

｢
樗
替
又
石
竹
宜
欺
｣
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
'
定
家
の
歌
題
に
対
す
る
好

尚
の
1
端
が
窺
知
で
き
よ
う
.

4

以
上
'
犀
風
歌
に
お
け
る
四
季
の
景
物
の
撰
定
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
釆
た

が
'
今
度
は
定
数
歌
の
歌
題
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
｡
同
じ
く
『
明
月
記
』

の
寛
善
二
年
六
月
九
日
の
条
に
'
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
｡

題
治
承
之
内
'
止
鷺
加
暮
春
'
秋
止
草
花
加
早
秋
､
恋
'
粘
墾
雑
t

t
.
神
璃
釈
教
加

山
家
眺
望
'

こ
れ
は
関
白
道
家
の
企
て
た
百
首
歌
の
題
に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ

て
'
治
承
二
年
に
行
な
わ
れ
た
右
大
臣
(
兼
実
)
家
百
首
を
典
拠
と
し
て
行
な

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
'
そ
の
う
ち
の
五
つ
の
歌
題
を
止
め
て
'
他
の
題
に
替

え
て
い
る
と
こ
ろ
に
'
新
勅
撰
時
代
の
歌
超
に
対
す
る
好
尚
の
変
化
が
認
め
ら

れ
よ
う
｡

5

そ
れ
で
は
'
定
家
の
庶
幾
す
る
歌
題
が
い
か
な
る
も
の
か
と
い
え
ば
､
き
き

に
触
れ
た
よ
う
に
'
寛
喜
元
年
十
一
月
女
御
入
内
御
厨
風
和
歌
の
題
を
は
じ
め

と
し
て
'
内
大
臣
(
道
家
)
家
百
首
の
題
(
『
明
月
記
』
『
拾
遺
愚
草
』
に
よ
れ

ば
建
保
三
年
九
月
十
三
夜
講
'
た
だ
し
へ
　
『
明
月
記
』
建
保
元
年
七
月
二
十
六

日
の
記
事
に
よ
る
と
'
こ
の
百
首
題
は
藤
原
雅
経
と
と
も
に
評
定
し
て
い
る
か

ら
'
か
な
ら
ず
し
も
定
家
の
好
尚
の
全
面
的
投
影
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
'
や
は
-
定
家
の
見
解
が
主
に
な
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
)
'

仁
和
寺
宮
(
入
道
親
王
道
助
)
十
五
首
和
歌
御
会
の
超
(
『
明
月
記
』
安
貞
元

年
三
月
1
日
の
条
)
'
自
家
に
お
い
て
催
し
た
歌
会
の
題
(
『
明
月
記
』
安
貞
元

年
二
月
五
日
'
寛
善
元
年
四
月
十
三
日
'
五
月
十
四
日
'
六
月
二
十
三
日
の

条
)
　
な
ど
が
あ
る
｡

ち
な
み
に
'
内
大
臣
家
百
首
の
四
季
超
を
列
挙
す
れ
ば
'

春
　
早
春
･
春
雪
･
鷺
･
霞
(
二
超
)
･
若
菜
･
梅
(
二
題
)
･
帰
雁
･

花
(
五
題
)
･
残
春

冬

と
な
る
'

首
夏
･
夏
草
･
郭
公
(
三
題
)
･
菖
蒲
･
五
月
雨
･
橘
･
蛍
･
納
涼

初
秋
･
萩
･
虫
･
荻
･
鹿
(
二
題
)
･
月
(
五
題
)
･
接
衣
･
紅
葉

(
二
題
)
･
暮
秋

時
雨
･
霜
･
寒
慶
･
千
鳥
･
氷
･
雪
(
三
題
)
･
薮
･
歳
暮

こ
の
傾
向
は
き
き
に
掲
げ
た
『
新
勅
撰
集
』
の
歌
題
表
と
ほ
ぼ
一
致

し
て
お
-
'
こ
れ
ら
の
う
ち
で
'
こ
の
集
の
四
季
部
に
見
え
な
い
題
は
'
若

菜
'
夏
草
'
橘
'
寒
塵
の
み
に
過
ぎ
ず
'
こ
こ
に
'
『
新
勅
撰
集
』
撰
進
時
に
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お
け
る
定
家
の
歌
超
に
対
す
る
好
尚
が
那
辺
に
あ
っ
た
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き

よ
う
｡
か
く
て
'
『
新
勅
撰
集
』
に
は
'
三
代
集
に
お
い
て
確
立
し
た
主
題
に

比
し
て
'
『
後
拾
遺
集
』
以
降
の
そ
れ
に
撰
入
せ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い

た
め
に
'
歌
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
は
'
『
新
古
今
集
』
よ
-
も
は
る
か
に
乏
し
-
な

っ
て
い
る
が
'
そ
れ
だ
け
三
代
集
を
宗
と
す
る
詩
歌
の
正
統
を
継
承
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
｡

6

い
っ
た
い
'
歌
題
の
細
分
化
は
題
詠
の
発
達
に
と
も
な
っ
て
進
行
す
る
の
で

あ
る
が
'
院
政
期
に
お
け
る
百
首
歌
の
盛
行
も
そ
れ
に
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
｡
堀
河
院
太
郎
百
首
は
従
来
の
歌
題
を
纏
っ
た
形
に
お
い
て
結

集
し
た
も
の
で
､
結
題
百
首
の
規
範
と
な
っ
た
｡
つ
い
で
'
そ
れ
に
洩
れ
た
超

を
再
結
集
し
て
次
郎
百
首
が
行
な
わ
れ
た
が
'
こ
こ
に
お
い
て
'
よ
う
や
-
鰭

弓
'
春
日
祭
'
石
清
水
臨
時
祭
な
ど
の
公
事
が
歌
題
と
し
て
採
用
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
｡
こ
の
二
度
の
百
首
を
経
て
'
後
代
に
お
け
る
歌
題
の
大
勢
は
だ
い

た
い
決
定
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
｡
特
に
後
者
は
六
百
番
歌
合
の
題
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
｡
そ
し
て
'
次
郎
百
首
の
四
季
題
の

半
数
は
'
左
の
よ
う
に
六
百
番
歌
合
の
歌
超
に
も
取
-
上
げ
ら
れ
て
い
る
｡

春
　
余
寒
･
春
曙
･
道
糸
･
賭
弓
･
志
賀
山
越
･
維
･
蛙
･
野
遊

夏
　
賀
茂
祭
･
夏
衣
･
夏
草
･
扇
･
鵜
川
･
蝉
･
夕
立

秋
　
残
暑
･
九
月
九
日
･
稲
妻
･
蔦
･
杵

冬
　
雲
･
野
行
幸
･
落
葉
･
椎
柴
･
会
･
仏
名

し
か
し
な
が
ら
'
夕
顔
'
野
分
'
鶏
'
残
菊
'
枯
野
な
ど
は
'
こ
の
百
首
の

歌
題
に
は
じ
め
て
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
-
'
こ
う
し
た
何
と
な
く
幽
髭
な
情
緒

の
纏
綿
す
る
歌
題
の
出
現
は
'
や
は
-
当
時
の
歌
人
の
好
み
を
示
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
｡
い
わ
ば
'
堀
河
百
首
の
超
が
平
安
朝
の
美
意
識
を
表
示
し
て
い
る

と
す
れ
ば
'
六
百
番
歌
合
の
題
は
中
世
歌
人
の
風
尚
を
顕
現
し
て
い
る
観
が
あ

る
｡
と
こ
ろ
が
'
『
新
勅
撰
集
』
に
は
'
こ
れ
ら
を
主
題
と
し
て
詠
ん
だ
歌
を

ほ
と
ん
ど
採
録
し
て
い
な
い
｡
こ
の
こ
と
は
'
こ
の
集
の
性
格
を
示
し
て
い
る

と
と
も
に
へ
歌
超
と
歌
風
と
の
関
連
を
考
究
す
る
う
え
に
見
逃
せ
な
い
事
実
の

よ
う
に
思
う
｡

7

『
新
勅
撰
集
』
の
四
季
部
に
は
'
橘
を
主
題
と
し
た
歌
が
存
在
し
な
い
｡
も

っ
と
も
､ほ

と
と
ぎ
す
こ
ぞ
や
ど
か
り
し
ふ
る
さ
と
の
は
な
た
ち
ば
な
に
さ
月
わ
す

る
な
　
(
正
三
位
家
隆
)

ほ
と
と
ぎ
す
こ
よ
ひ
い
づ
こ
に
や
ど
る
ら
ん
は
な
た
ち
ば
な
を
人
に
を
ら

れ
て
　
(
源
師
賢
)

ほ
と
と
ぎ
す
は
な
た
ち
ば
な
の
や
ど
か
れ
て
そ
ら
に
や
く
さ
の
ま
く
ら
ゆ

ふ
ら
ん
(
康
資
王
母
)

た
ら
ば
な
の
し
た
ふ
く
か
ぜ
や
に
は
ふ
ら
ん
む
か
し
な
が
ら
の
き
み
だ
れ

の
そ
ら
(
春
宮
権
大
夫
良
美
)

の
よ
う
に
へ
橘
を
素
材
と
は
し
て
い
る
が
'
時
鳥
や
五
月
雨
の
景
物
と
し
て
そ

れ
を
採
-
入
れ
て
形
象
化
し
て
い
る
か
ら
'
純
粋
に
橘
そ
の
も
の
を
詠
ん
だ
歌

は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
と
こ
ろ
が
'
『
新
古
今
集
』
に
お
い
て
は
'
橘
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を
詠
じ
た
歌
が
十
二
首
も
見
出
さ
れ
る
｡
哀
傷
の
部
に
撰
入
せ
ら
れ
た

あ
ら
ざ
ら
む
後
忍
べ
と
や
袖
の
番
を
花
た
ち
ば
な
に
と
ど
め
置
き
け
む

(
祝
部
成
伸
)

と
い
う
一
首
の
ほ
か
は
'
み
な
夏
の
部
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
十
一
首
の

う
ち
に
'
郭
公
に
橘
を
配
し
た

雨
そ
そ
ぐ
花
た
ち
ば
な
に
風
す
ぎ
て
や
ま
ほ
と
と
ぎ
す
雲
に
鳴
-
な
り

(
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
)

郭
公
は
な
た
ち
ば
な
の
香
を
と
め
て
鳴
-
は
む
か
し
の
人
や
恋
し
き
(
よ

み
人
し
ら
ず
)

と
い
う
歌
が
あ
る
が
'
前
者
は
郭
公
の
グ
ル
ー
プ
に
'
後
者
は
橘
の
グ
ル
ー
プ

に
配
列
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
'
橘
を
主
題
と
す
る
歌
は
十
首
に
な
る
｡
し
か

も
､
こ
の
う
ち
の
九
首
ま
で
が
'
『
古
今
集
』
の

五
月
ま
つ
花
た
ち
ば
な
の
香
を
か
げ
ば
昔
の
人
の
袖
の
香
ぞ
す
る
(
よ
み

人
し
ら
ず
)

の
歌
に
よ
っ
て
構
想
を
立
て
て
お
-
'
成
仲
の
歌
も
こ
れ
に
同
じ
い
｡
た
め

に
'
『
新
古
今
集
』
の
橘
の
歌
の
ほ
と
ん
ど
が
　
｢
櫨
橘
又
必
不
可
為
昔
袖
｣

(
『
明
月
記
』
寛
喜
元
年
八
月
一
日
の
条
)
は
な
き
作
と
な
-
'
物
語
的
連
想
を

と
も
な
う
泳
嘆
的
な
懐
旧
歌
と
な
っ
て
い
る
｡
し
か
る
に
'
『
新
勅
撰
集
』
に

は
こ
の
歌
に
も
と
づ
-
橘
の
歌
が
見
出
せ
な
い
｡
そ
の
こ
と
は
'
こ
の
集
に
お

い
て
は
'
同
じ
-
橘
を
素
材
と
し
な
が
ら
'
懐
旧
的
感
傷
性
が
沈
潜
し
て
い
る

歌
が
採
録
き
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
｡
良
実
の
歌
は
や
や
懐
旧
の
情
が
認
め

ら
れ
る
が
'
格
調
の
整
っ
た
典
雅
な
歌
と
し
て
の
風
格
美
を
備
え
て
い
る
だ
け

で
あ
-
､
ま
た
'
家
隆
の
作
も
郭
公
に
対
す
る
浪
漫
的
心
情
は
認
め
ら
れ
る
け

れ
ど
も
'
拝
惰
性
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
ま
で
は
い
か
な
い
｡
か
つ
'
師
資
な
ら

び
に
康
資
王
母
の
歌
は
機
智
的
な
贈
答
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
｡
さ
ら
に
､

『
新
古
今
集
』
に
は
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
の
巻
の
歌
を
本
歌
と
し
た

白
露
の
な
さ
け
置
き
け
る
こ
と
の
葉
や
ほ
の
ぼ
の
見
え
し
夕
顔
の
花
(
前

太
政
大
臣
)

が
収
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
『
新
勅
撰
集
』
の
夏
の
部
に
は
'
夕

顔
を
詠
じ
た
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
｡
か
よ
う
な
歌
を
同
集
が
採

録
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
も
'
ま
た
'
両
集
の
風
格
の
差
を
顕
示
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
｡

要
す
る
に
'
『
新
勅
撰
集
』
の
歌
の
感
傷
性
の
乏
し
き
は
'
こ
う
し
た
情
調

を
醸
成
す
べ
き
素
材
を
採
-
上
げ
て
い
な
い
こ
と
'
あ
る
い
は
'
か
よ
う
な
素

材
を
扱
っ
た
に
し
て
も
'
き
わ
め
て
智
巧
的
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
理

由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
-
'
『
新
勅
撰
集
』
撰
集
時
代
の
定
家

の
風
尚
が
こ
こ
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

ー
ー

そ
れ
で
は
'
『
新
勅
撰
集
』
の
四
季
部
の
そ
れ
ぞ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
歌
は

ど
の
よ
う
に
配
列
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
『
新
勅
撰
集
』
の
作
者
数

は
'
岩
波
文
庫
本
に
よ
る
と
'
三
九
一
名
を
算
す
る
が
'
ど
の
時
代
の
作
者
の

歌
が
ど
の
よ
う
に
撰
ば
れ
て
い
る
か
を
'
そ
の
作
者
が
は
じ
め
て
採
ら
れ
た
勅

撰
集
別
に
統
計
し
て
み
る
と
'
次
の
よ
う
に
な
る
｡
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す
な
わ
ち
'
千
載
集
時
代
の
歌
が
も
っ
と
も
多
く
'
新
勅
撰
集
時
代
が
こ
れ

に
つ
ぎ
､
新
古
今
集
時
代
は
か
な
-
少
な
く
な
っ
て
い
る
｡
千
載
歌
人
の
歌
が

多
い
の
は
'
新
古
今
歌
風
を
形
成
し
た
作
者
の
多
く
が
こ
の
集
に
は
じ
め
て
顔

を
見
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
-
'
ま
た
､
新
古
今
集
初
出
の
歌
人
の
少
な
い
の

は
'
千
載
歌
人
と
新
勅
撰
歌
人
と
の
中
次
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
た
め
で
あ

ろ
う
｡
(
『
新
勅
撰
集
』
の
歌
が
『
千
載
集
』
の
風
体
に
近
似
す
る
と
い
う
こ
と

は
'
す
で
に
風
巻
氏
が
『
中
世
の
文
学
伝
統
』
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
と

お
-
で
あ
る
が
'
統
計
の
う
え
か
ら
も
こ
の
説
は
う
な
ず
け
る
｡
)
　
『
新
勅
撰

集
』
に
お
け
る
新
古
今
歌
人
の
詠
は
'
千
載
集
初
見
の
作
者
を
も
含
め
て
'
あ

る
者
は
千
載
調
に
か
た
む
き
'
あ
る
者
は
新
勅
撰
時
代
の
風
体
に
お
も
む
い
て

い
る
の
で
あ
っ
て
'
中
間
の
新
古
今
歌
風
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
｡
(
こ
れ
は
'
『
新
古
今
集
』
初
見
作
者
の
『
新
勅
撰

集
』
に
お
け
る
入
選
歌
の
作
歌
年
代
か
ら
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
の

大
半
は
､
建
保
期
以
後
の
作
で
あ
っ
て
'
建
久
末
年
よ
-
元
久
二
年
に
至
る
新

吉
今
期
の
歌
は
き
わ
め
て
少
な
い
の
で
あ
る
｡
そ
う
い
う
事
実
か
ら
も
'
『
新

勅
撰
集
』
に
お
け
る
新
古
今
歌
人
の
位
置
が
推
さ
れ
よ
う
｡
)

各
歌
集
別
の
作
者
数
で
は
'
『
新
勅
撰
集
』
初
見
の
歌
人
が
も
っ
と
も
多
い

が
'
こ
の
中
に
は
前
代
の
作
者
に
し
て
､
こ
の
集
に
お
い
て
は
じ
め
て
撰
入
せ

ら
れ
た
人
も
加
わ
っ
て
い
る
か
ら
'
『
新
勅
撰
集
』
撰
集
当
時
生
存
し
て
い
た

歌
人
は
い
く
ば
-
か
減
少
す
る
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も
'
こ
の
時
代
の
歌
人
が

新
勅
撰
歌
風
の
中
枢
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
｡
し
か
し
､
『
千
載

集
』
初
出
の
歌
人
と
比
較
す
る
と
き
'
一
人
あ
た
-
の
入
撰
歌
数
が
は
る
か
に

少
な
く
'
『
新
勅
撰
集
』
は
'
当
代
よ
-
も
む
し
ろ
前
代
の
歌
人
に
重
き
を
置

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

次
に
'
三
代
集
の
う
ち
で
は
'
拾
遺
歌
人
の
入
集
が
'
ま
た
'
『
後
拾
遺

集
』
内
至
『
詞
華
集
』
に
お
い
て
は
'
金
葉
歌
人
の
そ
れ
が
も
っ
と
も
多
い
｡
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(
だ
が
'
既
述
の
ご
と
-
､
定
家
は
『
後
拾
遺
集
』
を
典
拠
と
し
て
『
新
勅
撰

集
』
を
撰
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
'
こ
れ
ら
の
集
に
あ
っ
て
は
'
『
後
拾
遺

集
』
を
も
っ
て
代
表
さ
せ
た
い
と
思
う
｡
)
　
こ
う
し
た
事
情
を
考
慮
の
う
え
'

『
古
今
集
』
よ
-
『
新
古
今
集
』
に
い
た
る
歌
人
を
'
拾
遺
グ
ル
ー
プ
'
後
拾

遺
グ
ル
ー
プ
'
千
載
グ
ル
ー
プ
'
新
勅
撰
グ
ル
ー
プ
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
る
こ
と
に
す
る
｡
9

ば
'
千
載
グ
ル
ー
プ
の
二
条
院
讃
岐
を
中
心
に
'
拾
遺
グ
ル
ー
プ
'
新
勅
撰
グ

ル
ー
プ
の
歌
人
が
裁
然
と
分
か
た
れ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
作
者
の

み
な
ら
ず
'
歌
そ
の
も
の
も
'
語
嚢
の
関
連
性
を
重
視
し
て
'
文
字
鎖
の
ご
と

き
様
態
の
も
と
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
編
纂
意
識
は
'

『
新
古
今
集
』
に
お
い
て
も
っ
と
も
顛
著
に
窺
わ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
け
れ

ど
も
'
『
新
勅
撰
集
』
に
お
い
て
も
'
そ
れ
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
ぬ
効
果
を
あ

げ
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡
『
新
古
今
集
』
は
後
鳥
羽
院
の
親
撰
で
'
撰
者
は
編

纂
助
手
と
し
て
の
権
能
し
か
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
説
か

れ
て
い
る
が
､
『
新
勅
撰
集
』
に
お
け
る
整
然
た
る
編
集
ぶ
-
を
見
る
と
き
'

『
新
古
今
集
』
の
部
類
に
お
け
る
定
家
の
見
識
は
看
過
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
｡
こ
こ
で
は
'
柳
の
題
に
お
け
る
配
列
状
況
を
調
査
し
て
'
部
分
的
に
定

家
の
編
集
方
針
に
触
れ
た
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
が
､
そ
の
他
の
歌
塵
に
つ
い
て

は
他
日
を
期
し
た
い
と
思
う
｡

右
は
､
柳
の
題
の
な
か
に
包
含
せ
ら
れ
た
歌
の
作
者
と
そ
の
初
出
歌
集
と
の

1
覧
表
で
あ
る
.
こ
れ
に
よ
る
と
'
赤
人
は
『
拾
遺
集
』
初
出
で
あ
る
が
'
万

葉
歌
人
で
あ
る
た
め
に
最
初
に
お
き
'
実
朝
を
末
尾
に
据
え
て
い
る
｡
い
わ
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